
Alpha Board Series  

 ©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

STK-7125 

SH/Tiny SH7125 CPU ボード 

6 版 

 ha 版 

ハードウェアマニュアル 



Alpha Board Series STK-7125  

 

 

 

STK-7125 ハードウェアマニュアル 

 

 

©2023 Alpha Project Co., Ltd. 
 

https://www.apnet.co.jp 

 

ご使用になる前に 
 
 

このたびは STK-7125 をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

本製品をお役立て頂くために、このマニュアルを十分お読みいただき、正しくお使いください。 

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 
 
 
 
 本製品は、下記の品より構成されております。梱包内容をご確認のうえ、万が一、不足しているものがあれば 

 お買い上げの販売店までご連絡ください。 

 

 

 
 

 

 ■本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。 

■連続的な振動(車載等)や衝撃が発生する環境下でのご使用は、製品寿命を縮め、故障が発生しやすくなりますのでご注意ください

。 

■発煙や発火、異常な発熱があった場合には、すぐに電源を切ってください。 

■本製品を仕様範囲を越える条件において使用した場合、故障の原因となりますので、ご注意ください。 

■本書に記載される製品および技術のうち、「外国為替および外国貿易法」に定める規制貨物等（技術）に該当するものを輸出 

または国外に持ち出す場合には同法に基づく輸出許可が必要です。 

■本製品マニュアル、回路図及び HDL コードの著作権は株式会社アルファプロジェクトが保有しております。これらを無断で転用、 

掲載、譲渡、配布することは禁止します。 

 

 
 

 

■保証期間内において、本マニュアル等に記載の注意事項に従い正常な使用状態で故障した場合、保証対象といたします。 

■製品保証の内外を問わず、製品を運用した結果による、直接的および間接的損害については、弊社は一切補償いたしません。 

■保証対象は、製品本体とします。ソフトウェア・マニュアル・消耗品・梱包箱は保証対象外とさせていただきます。 

■本保証は日本国内においてのみ有効です。海外からのご依頼は受付しておりません。 

■製品保証規定の詳細につきましては、ホームページをご覧ください。 

 

 梱包内容 

 取り扱い上の注意 

 保証 

! 

●本製品には、民生用の一般電子部品が使用されており、一般的な民生用途の電子機器への使用を意図して 

設計されています。宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種安全装置などで人命、事故に関わる 

用途および多大な物的損害を発生させる恐れのある用途でのご使用はご遠慮ください。 

●極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。 

●水中、高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。 

●腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。 

●基板の表面が水に濡れていたり、金属に接触した状態で電源を投入しないでください。 

●定格を越える電源を加えないでください。 

●STK-7125 本体  1 台 ●28Pin ヘッダピン   2 個 

STK-7125 梱包内容 
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１． 製品紹介 
 

STK-7125 は、CPU コアに SH-Tiny(SH2)を採用したシングルチップ CPU ボードです。 

コンパクトサイズで外部接続用コネクタに必要な信号をすべて引き出してありますので、各種の試作や小ロット製品

への組み込み、評価や学習、ホビー等、幅広い用途でご利用いただけます。 

 

１．１ 製品の特長 
 

■ SH-2 コア搭載 「SH7125 R5F71253N50FPV)」採用 

 

－SH7125 の特長－ 

32bit RISC CPU 

最大動作周波数 50Mhz （65MIPS） 

Flash ROM 128KB、RAM 8KB 

MTU2（16bit × 6ch） 

コンペアマッチタイマ（16bit × 2ch） 

A/D 変換器：10 ビット、8ch（4ch × 2ch） 

シリアル（SCI）：3ch 

H-UDI:オンチップデバック機能搭載 

5V 単一電源 

 

■ 超小型基板 

 

基板サイズは、34ｍｍ×36mm と超小型です。 

 

■ 外部拡張が容易 

 

外部拡張に必要な信号は全て拡張コネクタに全て引き出してありますので、お客様の回路に容易に組み込めます。 

 

■ 回路図を全て公開 

 

回路図は全て公開されていますので、回路動作の確認やデバッグにお役立ていただけます。 

また、教育や研修用途にも最適です。 

 

■ デバッグ評価キットを用意 

 

STK-7125 の評価キットを用意しています。 

CPU ボードと評価ボード、デバッガソフト、フラッシュ書き込みソフト等、開発に必要なものが全てそろっています 

ので、購入してすぐに SH7125 の開発が始められます。 

 

https://www.apnet.co.jp/


Alpha Board Series STK-7125 

 
https://www.apnet.co.jp 

 

 2 STK-7125 ハードウェアマニュアル 

 

 

©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

 

 

２． 仕様概要 
 

２．１ 仕様概要 
 

項目 仕様 

CPU 

R5F71253N50FPV  

32bit RISC(Reduced Instruction Set Computer)タイプ CPU 

命令長 16 ビット固定 

ロードストアアーキテクチャ 

汎用レジスタ：32bit × 16 本 

パイプライン：5 段パイプライン方式 

乗算器内蔵 

クロック 12MHz 発振子  CPU コア:48MHz  バス:24MHz  周辺:24MHz 

メモリ 
内蔵 ROM：128Kbyte 

内蔵 RAM：8Kbyte 

割り込みコントローラ 

外部割込み端子：5 本 （NMI、IRQ3～IRQ0） 

内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先順位を設定 

ベクタアドレス：割り込み要因ごとに固有のベクタアドレス 

I/O ポート 37 本の汎用入出力端子、8 本の入力端子 

シリアルインターフェース 3ch（クロック同期/調歩同期モード） 

A/D 変換器（ADC） 10bit×8ch 

マルチファンクション 

タイマパルスユニット 

・16bit タイマ 6ch をベースに最大 16 種類のパルス入出力、及び 3 本のパルス入力が可能 

・21 本のアウトプットコンペアレジスタ兼インプットキャプチャレジスタ 

・総数 21 の独立したコンパレータ 

・8 種類のカウンタク入力クロックを選択可能 

・インプットキャプチャ機能 

・各種パルス出力モード 

・複数カウンタの同期化機能 

・相補 PWM 出力モード 

・リセット同期 PWM モード 

・位相係数モード 

ユーザデバッグ 

インターフェース 

JTAG（H-UDI） 

 

その他 ユーザブレークコントローラ 

LED パワーLED(赤) 1 個 VCC に接続 

電源 DC5V±10％ J3 または J1 より供給  

消費電流 約 50mA 

動作温度範囲 -20℃～+75℃ 

基板寸法 34ｍｍ×36ｍｍ 

 Table 2.1-1 仕様概要 

https://www.apnet.co.jp/


Alpha Board Series STK-7125 

 
https://www.apnet.co.jp 

 

 3 STK-7125 ハードウェアマニュアル 

 

 

©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

 

 

２．２ 外観 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コネクタ番号 推奨コネクタ型番/メーカ等 用途 備考 

J1 CH81282V200/ CviLux 拡張コネクタ 2.54mm ピッチ(未実装) 

J2 CH81282V200/ CviLux 拡張コネクタ 2.54mm ピッチ(未実装) 

J3 BS2P-SHF-1AA/日圧 電源コネクタ（+5V）  (未実装) 

 

Fig 2.2-1 外形図 

Table 2.2-2 推奨コネクタ一覧 

J2 拡張コネクタ 

J3 

電

源

コ

ネ

ク

タ 

J1 拡張コネクタ 
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Fig 2.3-1 外形寸法図 
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２．３ 外形寸法 
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２．４ STK-7125 回路構成 
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Fig 2.4-1 回路ブロック図 

nRESET 
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２．５ アドレスマップ 
 

SH-7125 シングルチップモード時のアドレスマップを次に示します。 

 

 

SH-7125 シングルチップモード 

アドレス 割り当て 

H’0000 0000 内蔵 FalshROM 

(128KB) 

H’0001 FFFF 

H’0002 0000 予約 

H’FFF9 FFFF 

H’FFFA 0000 内蔵 RAM 

(8KB) 

H’FFFF BFFF 

H’FFFF C000 

H’FFFF FFFF 

周辺 I/O 

 

 Table 2.5-1 アドレスマップ 
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３． 機能説明 
 

３．１ 動作モード 
 

SH7125 には 1 種類の MCU 動作モードと、2 種類の内蔵フラッシュメモリ書き込み用の動作モードがあります。 

 

 

３．１．１ CPU 動作モードの設定 

 

CPU 動作モードの設定は、J2 の FWE 端子及び MD1 端子で行います。 

STK-7125 は、シングルチップモードに設定されています。 

 

 

端子の状態 モード説明 内蔵 ROM 動作説明 

FWE MD1 

L H シングルチップモード 有効 通常動作 内蔵フラッシュ書き込み不可 

H L ブートモード 有効 内蔵フラッシュ書き込みモード 

H H ユーザプログラムモード 有効 通常動作 内蔵フラッシュ書き込み可能 

 

 

 

３．１．２ 動作モード設定回路例 

 

CPU 動作モードの設定回路例を示します。FW 端子は、H-UDI 端子と共用になっていますので注意してください。 

H-UDI への接続については、各デバッガメーカーの技術資料を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MD

1 

FW

E 

46 

45 

100K 

47K 

10K 

STK-7125 

FWE/ASEBRK/ASEBRKAK 

SH7125 

VCC 

J2 

7 

6 

Fig 3.1-1 動作モード切替回路 

VCC 

H-UDI 

Table 3.1-1 動作モード一覧 
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３．２ リセット 
 

STK-7125 のリセットには次の 2 つの動作があります。 

 

（１） 電源投入時及び、電圧降下時のリセット動作 

 

電源電圧が、約 4.5V でシステムリセットされます。 

RESET 信号(/RES)は、専用 IC（BD45451G ローム製）により、100msec 間の Low パルスが出力されます。 

外部回路のリセットにも利用できます。 

 

（２） 外部からの制御によるリセット 

 

RES 端子または EXRES 端子を外部から駆動することで、SH7125 をリセットすることができます。 

 

J2 端子番号 信号名 機能 

11 RES リセット信号端子です。Low アクティブのオープンコレクタ出力で、1kΩの抵抗を用い

てプルアップしています。外部回路から駆動する場合には、オープンコレクタで接続し

てください。 

12 EXRES 外部リセット信号入力端子です。 

High レベルを入力すると RES 信号が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1K

Ω 

18us 以上 

Fig 3.2-2 リセット回路 

12 

11 
/RES 

J2 

SH7125 

VCC 

39 
RES 

BD45451G（ローム） 

Table 3.2-1 リセット端子機能一覧 

 ER OUT EXRES 

 

約 100ms 

Fig 3.2-3  EXRES 信号と/RES 信号出力の関係 

EXRES 

/RES 
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３．３ 端子配列 
 

STK-7125 は、外部拡張に必要な信号をすべて J1、J2、J3 に引き出してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 信号名 備考  No. 信号名 備考 

1 VCC   1 PB1/TIC5W  

2 VCC   2 PB2/IRQ0/POE0  

3 PE0/TIOC0A   3 PB3/IRQ1/POE1/TIC5V  

4 PE1/TIOC0B/RXD0   4 PB5/IRQ3/TIC5U  

5 PE2/TIOC0C/TXD0   5 PB16/POE3  

6 PE3/TIOC0D/SCK0   6 MD1 47KΩPull-Up 

7 PE4/TIOC1A/RXD1   7 FWE/ASEBRK/ASEBRKAK 100KΩPull-Down 

8 PE5/TIOC1B/TXD1   8 NMI 47KΩPull-Up 

9 PE6/TIOC2A/SCK1   9 ASEMD0  

10 PE7/TIOC2B   10 WDTOVF  

11 PE8/TIOC3A   11 RES 1KΩPull-Up 

12 PE9/TIOC3B   12 EXRES  

13 PE10/TIOC3C   13 PA0/POE0/RXD0  

14 PE11/TIOC3D   14 PA1/POE1/TXD0  

15 PE12/TIOC4A   15 PA2/IRQ0/SCK0  

16 PE13/TIOC4B/MRES   16 PA3/IRQ1/RXD1/TRST  

17 PE14/TIOC4C   17 PA4/IRQ2/TXD1/TMS  

18 PE15/TIOC4D/IRQOUT   18 PA5/IRQ3/SCK1  

19 GND   19 PA6/TCLKA  

20 GND   20 PA7/TCLKB/SCK2/TCK  

21 PF0/AN0 1MΩPull-Down  21 PA8/TCLKC/RXD2/TDI  

22 PF1/AN1 1MΩPull-Down  22 PA9/TCLKD/TXD2/TDO/POE8  

23 PF2/AN2 1MΩPull-Down  23 PA10/RXD0  

24 PF3/AN3 1MΩPull-Down  24 PA11/TXD0/ADTRG  

25 PF4/AN4 1MΩPull-Down  25 PA12/SCK0  

26 PF5/AN5 1MΩPull-Down  26 PA13/SCK1  

27 PF6/AN6 1MΩPull-Down  27 PA14/RXD1  

28 PF7/AN7 1MΩPull-Down  28 PA15/TXD1  

 

 

No. 信号名 

1 5V 

2 GND 

 

 Table 3.3-1 コネクタ端子配列 

J1 拡張コネクタ J2 拡張コネクタ 

J3 電源コネクタ 
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５． 内蔵 FlashROM 
 

SH71253F は 128Kbyte の FlashROM を内蔵しており、PC と RS232C で接続し、シリアル通信でプログラムを転送して 

書き込むことができます。 

ここでは、「FalshWriterEX for STK-7125」を利用して書き込む方法を説明します。 

「FalshWriterEX for STK-7125」は弊社ホームページよりダウンロードすることができます。 

 

５．１ 書き込みの準備 
 

５．１．１ 用意するもの 

 

用意するもの 詳 細 

STK-7125 CPU ボード本体 

ホストマシン PC/AT 互換機（Windows 10/11 が動作するもの） 

COM ポートを 1CH 装備していること *1 

RS232C 信号レベル 

変換回路  *2 

MAX232 などのレベル変換 IC を用いて製作する必要があります。後述の回路例を参考にし

てください。 

RS232C ケーブル *2 D-SUB 9pin クロスケーブル  

パソコン用の市販品を利用できます。 

書き込みソフト FalshWriterEX for SH7125 等 

プログラム SH7125 に書き込むプログラムです。（モトローラ S フォーマット） 

その他 電源など 

 *1  STK-7125EVB を利用する場合には、USB ポートを使用します。 

 *2  STK-7125EVB を利用する場合には、不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FlashROM の書き換え回数について 

 

内蔵 FlashROM の書き換え回数は、最小 100 回となっています。これはマイコンの使用環境の限界条件下（温度

、電圧等）において、書き込みデータを 10 年保持するための保障スペックです。したがって、デバッグ等で頻

繁に書き換えを行う場合、1000 回以上書き換えても短期間で不具合が発生することはほとんどありません。 

ただし、製品に組み込んで長期に利用される場合には書き換え回数を 100 回以内にすることをおすすめします。 

https://www.apnet.co.jp/
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５．１．２ ＰＣとの接続方法 

 

書き込みのための PC との接続例を下記に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記に RS232C レベル変換回路例を示します。動作モード設定については前述の「3.1 動作モード」を参照して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC 
FlashWriterEX for STK-7125 

STK-7125 + ユーザ回路 

 

RS232C クロスケーブル 

DC +5V 電源 

STK-7125 

RS232C 

レベル変換回路 

COM ポート 

Fig 5.1-1 書き込み時の PC との接続例 

J2 

STK-7125 

VCC 

SP3232(Sipex)等 

 
RO1  

動作モード設定 

6 

１．DCD 

２．RxD 

３．TxD 

４．DTR 

５．GND 

 

６．DSR 

７．RTS 

８．CTS 

９．RI 

 

16 

17 

RXD1/TRST 

TXD1/TMS TI1 

RI1 

TO1 

GND 

2 

3 

5 

7 

8 

10K 

H-UDI へ 

RXD1 と TXD1 は H-UDI と兼用端子となっているため、H-UDI を利用する 

場合には切り替え回路が必要です。 

Fig 5.1-2 RS232 レベル変換回路 

切り替え SW 

https://www.apnet.co.jp/
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５．２ 書き込み手順 
 

 

 

① PC と STK-7125 を接続します。前述の PC との接続例を参照してください。 

 

 

 

② FlashWriterEX for SH7125（FWEX_7125.EXE）をダブルクリックし、起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ CPU 欄に“SH71253F”、EXTAL 欄に“12”MHz を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-1 FlashWriterEX メイン画面 
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④ Select port のプルダウンメニューで使用するパソコンの COM ポートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ CPU の動作モードをブートモードに設定し、ボードの電源を投入します。 

 

 

 

⑥ OPEN ボタンを押して、ダウンロードするファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig 5.2-2 設定の確認 

Fig 5.2-3 書き込みファイルの選択 

！注意 

FlashWriterEX が読み込むモトローラ S フォーマットファイルの拡張子は、標準で*.mot と*.sr となっています。 

別の拡張子を使っている場合には、*.*で指定して読み込んでください。 

https://www.apnet.co.jp/
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⑦ AUTO ボタンを押すことにより Target write ダイアログが開かれます。START ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 自動的に転送が開始され、経過が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 書き込みが終了すると、“Programming was completed!”とダイアログで通知されます。OK を押してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、書き込みは終了です。CPU の動作モードをノーマルモードにして動作を確認してください。（動作モードの 

変更は電源を切っておこなってください） 

Fig 5.2-4 書き込みスタート 

Fig 5.2-5 書き込み経過 

Fig 5.2-6 書き込み完了 

https://www.apnet.co.jp/
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６． 関連製品のご案内 
 

６．１ STK-7125EVB キット 
 

CPU ボードと評価ボード、デバッガソフト、フラッシュ書き込みソフト等、開発に必要なものが全てそろっています 

ので、購入してすぐに SH7125 の開発が始められます。 

 

STK-7125EVB は STK-7125 専用デバッグ評価ボードです。 

USB インターフェースを装備しており、H-UDI オンボードデバッグ機能や、シリアル⇔USB 変換機能、テスト SW, 

モニタ LED 等を実装しており、評価から本格的なデバッグまで幅広い用途でお使いいただけます。 

 

 

 

 

STK-7125EVB キット内容 

構成物 概要 

STK-7125 SH7125 CPU ボード 

STK-7125EVB STK-7125 評価ボード 

XrossFinder for STK-7125 本格的な JTAG デバッグソフト。ルネサス SH-C と GCC に対応  

FlashWriterEX for SH7125 内蔵 Flash 書き込みソフト 

ケーブル USB ケーブル、H-UDI ケーブル 

各種ドキュメント マニュアル、チュートリアル、回路図等 

※2021 年 2 月現在の状況となっており、予告なしに変更される場合があります。 

https://www.apnet.co.jp/
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６．２ Flash書き込みツール 
 

FlashWriterEX は、SH-2/3/4 用の Falsh 書き込みソフトで約 800 種類以上の FlashROM と F-ZTAT マイコンに対応して 

います。ユーザシステムのバージョンアップソフトの配布に便利なライティングモジュール作成機能等も備えており 

開発から量産用途まで、幅広くご利用いただけます。 

 

* H-UDIインターフェースとして、「XrossFinder」または「HJ-LINK」が必要です。 

 

 

 

６．３ デバッグツール 
 

JTAG デバッガ「XrossFinder」、「XrossFinderEvo」は、ルネサス SuperH マイコン SH-2/3/4 に対応した 

JTAG(H-UDI)デバッガです。 

小型で USB バスパワーに対応しているので省スペースで快適なデバッグ環境を実現しています。 

GNU C／C++、ルネサス製 C／C++ クロスコンパイラに対応しています。 

低価格なので、初めて導入される方や大量に導入を検討されているお客様にも最適です。 
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７． その他 
 

 

 

 

●ユーザ登録 

 

ユーザ登録は弊社ホームページにて受け付けております。ユーザ登録をしていただきますと、バージョンアップや 

最新の情報等を E-Mail でご案内させていただきますので、是非ご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

●製品サポート 

 

本製品のサポートは、弊社ホームページに設置された公開掲示板でおこなっております。 

お電話、FAX、E-Mail でのお問い合わせは受け付けておりませんのでご了承ください。 

 

 

●修理の依頼 

 

本製品の修理は受け付けておりませんので、ご了承ください。（初期不良交換のみ受け付けております） 

 

 製品サポートのご案内 

弊社ホームページアドレス  https://www.apnet.co.jp 

https://www.apnet.co.jp/
https://www.apnet.co.jp/
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弊社製品をベースとしたカスタム品やシステム開発を承っております。 

お客様の仕様に合わせて、設計から OEM 供給まで一貫したサービスを提供いたします。 

詳しくは、弊社営業窓口までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エンジニアリングサービスのご案内 

■ＴＥＬ  ０５３－４０１－００３３（代表） 

■ＦＡＸ  ０５３－４０１－００３５ 

■Ｅ－Ｍａｉｌ sales@apnet.co.jp 

営業案内窓口 

https://www.apnet.co.jp/
mailto:sales@apnet.co.jp
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